	２４年度 第８回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年１１月１４日(水)１８：３０～２１：００
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、長谷川、立花
村井、大友、引地、沼田、安彦、三浦
欠席者　　なし
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　村井、大友
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
１１月　３日（土）　第２回東北放射線医療技術学術大会
　　～　４日（日）

１１月　９日（金）　第４支部総会・勉強会
１１月１３日（火）　医療画像展　電力ビルアクアホール
　　～１７日（土）
１１月１４日（水）　第８回常務理事会
１１月１７日（土）　第１支部総会・研修会

　　　　　　　　　　　宮城消化管撮影技術研究会
１１月１８日（日）　静脈注射抜針講習会　
　　　　　　　　　　　第3支部総会・研修会

１１月２１日（水）　第６回スキルアップカンファレランス
１１月３０日（金）　第２支部総会・研修会

　　　　　　　　　　　緊急被ばくネットワーク会議
１２月　１日（土）　第２１回総合学術大会
　　　　　　　　　　　ＯＢ部総会・情報交換会

１２月１２日（水）　第９回常務理事会
１２月１６日（日）　医療画像展　多賀城市高橋地区
②議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．施設アンケートについて
　施設に対してアンケート調査の趣旨を理解して頂けるような依頼文案と調査項目案を作成した。
　依頼文の表題は「放射線診療に用いる医療機器の安全管理アンケートについて」とした。　内容は「診療報酬改定では医療機器の安全管理責任者と保守管理計画の届け出が必須であり、画像診断機器のほとんどが特定保守管理医療機器として同様の対応が求められている。そのようなことから、技師会では画像診断機器の性能と撮影技術に見合った診療報酬の評価に対応するため、各施設のX線装置や画像診断機器の管理現状の把握と対策、及び被ばく管理も視野に入れた活動を検討しております。」とした。
· 依頼文案は概ね良いが、調査内容の項目等及び回答方法等については再度検討する必要がある。
次回常務理事会までに、法人部長、放射線機器管理士班の委員長、業務調査担当理事と再度協議を行い依頼書と調査内容等を作成することとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
２．第２回放医研研修者の推薦について
宮城県医療整備課より「保健医療関係者、教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修」の第２回の研修会に参加推薦依頼が届いた。

本会としては、急な依頼であったため事後承諾となるが、これまでの経緯から放射線被ばく対策委員長の本舘理事を推薦した。
なお、第３回の日程は２５年２月頃予定である。次回も推薦依頼があった場合、被ばく相談会等に積極的に参加して頂いている広南病院の石倉氏か児玉氏を推薦したい。　　　　　　　　　　　　　　
了承
３．平成２５・２６年度役員選挙告示について
　役員選挙告示は例年まで会報９月号に掲載し、会報１月号に立候補者名簿を告示していたが、今年度から会報が年２回の発行となったため、会報でのお知らせができていない。立候補届け出締め切りは総会３か月前となっている。

　　役員選挙告示を県技師会ホームページに掲載することで対応し、会報第７９号（１月号）に立候補者名簿を告示する。会報１月号に立候補者名簿を告示することとした。（選挙管理委員長に確認済み）
　しかし、会員一人一人宛てに役員選挙告示を行っていないため問題は無いか、どのような対応をしたらよいか検討して頂きたい。
· １１月までに各支部で総会を開催することとしているが、今回は会員一人一人宛てに役員選挙告示の通知を早急に出すこととし、次回からは会報７月号に告示の広報を行い、内容についてはホームページに掲載することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．その他
①　２５年度「静脈抜針統一講習会」開催確認について
来年度の「静脈抜針統一講習会」の開催について日本診療放射線技師会より確認が来ている。どのようにするかを決めなくてはならない。

· 来年は１回開催することで教育委員と計画を立てていたので２５年度は開催することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
②　来年度福利厚生部行事について
今年度は震災の影響のため、ボーリング大会・釣り大会を開催できなかった。震災の影響はまだ続いている。

来年度の福利厚生事業をどのように計画したらよいか意見を聞きたい。
-　会場等の都合等で県レベルでの開催は難しいが、各支部で計画を立ててもらい助成する形にしてみてはどうか。次回理事会に提案することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承　　
3 学術カウントについて

　第２回東北放射線医療技術学術大会におけるテクニ

カルミーティングの発表者に前回までは学術カウント

を付与していなかったが今回からはどのようにするか。

· シンポジストと同じカウントを付与することとする。
了承
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　第４４回総会について

平成２５年３月２３日（土）、仙台サンプラザ
特別講演会　　１３時３０分～１４時３０分

総　会　　　　　　１５時～１６時３０分
祝賀会　　　　１７時～１９時

平成２５年度事業計画・予算案の作成を１２月８日までに提出してもらう。
総会資料のかたちではなく、具体的な内容を明記した案を提出してもらいたい。１２月１２日常務理事会で審議してから総会資料として作成することとする。
②　第４５回総会について

平成２５年５月１８日（土）、エルパーク仙台

県民公開講演会　　１３時３０分～１４時３０分

総　会　　　　　　１５時～１７時

　４５回総会終了後、新法人以降の第１回総会を開催するため１８時まで申し込んでいる。
２．学術部
①　第６回スキルアップカンファレンス開催
１１月２１日（水）、１９時より仙台医療センターで開催
②　第２１回総合学術大会について

１２月１日（土）、１３時より宮城県建設産業会館で開催

１１月１７日にプログラムを発送する。

③　「静脈抜針統一講習会」を開催

１１月１８日（日）、１０時～

会場：東北大学医学部臨床講義棟２階臨床大講堂

３．法人部
①　第１回「保健医療関係者、教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修」の参加報告

　福島近県から２４名が参加、宮城県からは医師、保健師、技師会の３名が参加した。２日間の放射線の基礎教育と最終日はグループ討論が行われた。放射線の専門教育を受けていない中で住民と向き合って対応している方が多く、熱心な質疑が行われた。しかし、実際住民の前で説明を行うには、３日間の講習会だけでは消化しきれない印象を持ったが、あらためて、説明のための要員としては放射線技師が一番であると実感した。
②　電力ビル医療画像展進行状況

11月13日（火）から展示を開始した。初日で３００名を超

える来場者であった。最終日の17日（土）は宮城県臨床
検査技師会による超音波装置の展示、骨密度測定、被

ばく相談を加える。東北大学保健学科の学生３名に応

援をお願いした。
③　多賀城市高橋生活センター医療画像展準備状況

12月16日（日）１３時から１６時まで開催
チラシの印刷が終わり、１１月２６日に回覧する予定であった。しかし、本日、衆議院が解散したため、当日会場は選挙投票所となるため実施できなくなった。近日中に町内関係者と懇談して、開催日を調整することとなるが、今年度中に実施できるように調整したい。
４．広報部
会報第７９号の発刊計画について、今年度の「宮城県文化の日表彰」を受けられた成澤　順元副会長より受賞報告の執筆の快諾を頂いたので掲載する。
５．福利厚生部
①　平成２４年度ピンクリボンスマイルウオーク参加報告
１０月２７日（土）開催、会場係にみやぎ県南中核病院の高橋聖一氏・八木橋郁子さんが担当した。
　スマイルウオーク参加者は会員１７名、家族２名

②　今後の予定として
　１．県技師会マージャン大会　　　　　２月　２日（土）
　２．定年退職者及び表彰祝賀会　　　３月２３日（土）

６．財務月例会計報告（１０月分）
①　１９０，０００円手許現金化。
2 ＯＢ部交付金５０，０００手渡す。

3 お名前ドットコム　使用料１０，９２０円振り込む。

4 漏洩線量測定料　4件より１２０，０００円振り込まれ
る。
７．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　
　鎌田　俊亮　　　国立病院機構仙台病院　
東北大学医学部H２３年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　杉山　淳　　　　　宮城厚生協会長町病院
　　　　　　　　　　　　　　　　→　宮城厚生協会坂総合病院

　鈴木　善一郎　　　仙塩総合病院　→　仙塩利府病院

　鈴木　祥之　　　　仙塩総合病院　→　仙塩利府病院

　田中　宏明　　　　仙塩総合病院　→　仙塩利府病院

　千葉　康裕　　　　仙塩総合病院　→　仙塩利府病院

４．　転　出　　なし
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５４２名
9．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時００分閉会となる。
２０１２年１１月１４日
議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事    村井　均　　　㊞

常務理事  　　大友　一匡　　㊞

